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【概 要】

植物は、病原菌の侵入を素早く察知し、一連の抵抗性反応を誘導して発病を阻止する

能力を持つ。これに対し、病原菌は、特定の植物種又は品種において、この抵抗性反応

の誘導を回避して、発病に導く。本研究では、植物病原細菌の 遺伝子ファミリavrBs3

ーがこの回避能力（サプレッサー活性という）を有するとの発見を基に、他の各種

(avirulent, 非病原力)タンパクについてもサプレッサー活性を調べ、本機能発現のavr

ための共通的性状・構造の情報を得る。また、ジェネラルエリシターによる防御反応誘

導ばかりでなく、品種特異的抵抗性反応の誘導にも及ぼす Avr のサプレッサー活性の作

用機構を明らかにする。なお、Avr 結合タンパクをカンキツから単離し、この生産遺伝

子のクローンを既に得ているので、他の植物についても同様なクローンを単離して比較

解析し、 Avr タンパク質と結合タンパク質間の結合の特異性について情報を得る。Avr

結合タンパク発現をジーンサイレンシングを用いて抑制させ、病原菌接種後の発病に及

ぼす影響を解析する。これらの情報を基に、耐病性戦略の有用性を実際に試験する。

【期待される成果】

本研究によって、Avr のサプレッサー活性を抑えたり、回避することによって、多く

の植物病害に抵抗性を付与するという新しい病害防除戦略の有効性が立証できるであろ

う。さらに、サプレッサーブロッカー機能を持たせた生物防除用資材を試作し、サプレ

ッサーがブロックする抵抗性誘導因子生産遺伝子の改変による広範な植物病原細菌及び

糸状菌に対する耐性品種作出し、その実用性及び安全性について具体的に示す事ができ

るであろう。
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